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おめでとう 直子さん !!
～白山麓の漬け物の詩で受賞～

KUWV・ OB会 会長 栂 典雅(19期 )

われらがOB会事務局長で、フリーライタ
ーの大野直子さん (21期)が、第 17回 日

本海文学大賞 (詩部門・北陸賞)を受賞され

ました。ここにご紹介をさせていただき、役

員 0会員のみなさんと心からお祝いを申し上

げたいと思います。

郷土の漬物を題材にした受賞作「てんば」

は、小気味よく弾き出されるコトバからふる

さとの土と人の温もりや鼓動が伝わってき

て、やさしさと力強さの融和が独特の雰囲気

を醸している作品だと思います。

また、文芸誌『北國文華』第 29号 (北國

出版、06年秋)に も、食に関するエッセイ「ふ

たふたぁとへた紫なす」が掲載されました。

奇しくもこの両作品のテーマは、食べ物。
「食」の特集ページに紹介させていただきま

「優 しい数行の言葉が人を感動 さ
せ る詩 を これからも」と話 す大野
直子 さん=金沢市粟崎町の自宅で

て ん ば

残雪を渡る風にも

石灰 と埃が混ざつた土くれのにおい

春が うず うず しだすと

耳の奥で

てんばがざわめきはじめる

漬け物石 どかせ どかせ

落とし蓋 あけろあけろ

踏まれても 踏まれても

畦から立ち上がってくる吹立菜 (フキタチナ)

祖母は

菜がくたくたになるまで揉み込んだ

これでもかと塩 とぬかをふった

一番大きな重石を積み上げた

檜皮 (ひわだ)みたいに筋張つた腕と

灰汁 (あ く)が染み込む掌で

それでも

蓋の隙間から這いだす新芽

けろつと花開く小菜 (こ な)

見据える祖母

「転婆やわい」

口もとの深いシフがゆるんだ

突き出た頬がほんのり赤らんだ

蔵の薄開で見たものは

二つの少女の顔

てんばお くもじを頬ばる

しょつぱくてすつぱいてんばが

顎を跳ねかえす

喉で暴れる

言葉に されることはなかった祖母の夢

土手の下草か ら沸き立つほてり

演け物石 どかせどかせ

落とし蓋 あけろあけろ

すこしだけ背筋を伸ばし

春いちlfんの漬け物を

噛みしめる

そつと胃の時に落とす
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ワンゲルは何を食べてきたか～食料の移り変わり～

20期 久冨 象二

山での食料は、エネルギー源 として死活に関わる大切なものですが、また一方で疲れを

癒す楽 しみでもあります。我が金沢大学ワンダーフォーグル部は、やがて 50年 を迎えよう

としていますが、この 50年の間に食料はどう変わつてきたのか。その変化の様をクラブに

残された貴重な資料から読み解いてみよう。おそらく、世の変遷が赤裸々に映 し出される

ことだろう。

という人掛かりな試みは横に置くとして、22期の森恵利子さんに忙 しい中整理 していた

だいた 1966年から 2006年の夏合宿、P.W.な どの食料計画から、部誌 「Bergheim」 の食料

に関わる記事から、また現役の中野智子さんに聞かせてもらつた最近の食料事情から、ワ

ンゲルの食料の移 り変わりを、興味の趣くままにtilり 出してみました。

ワングルの食料は、食品の保存技術の向上、運動生理学の変化、山行の趣向の変化、そ

して部員のフ トコロ具合に伴って変わつてきた、と整理できると思います。

ニワ トリさんだよ !

部誌 「BcrghcimJ 16号 (1975年発行)は 「ワングル今昔」と銘 うつて座談会を企画してい

ます。出席は、3期、5期、7期、9期、11期 、13期 と現役生です。装備やテント内でのす

ごヒ方など、以前と当時までの移 り変わりについてにぎやかに話が進人メでいます。食べ物

に関する部分を抜粋 t′ てみます。

5期 結構粗食だつたね。ニフトリをカゴに入れて持ち歩き、タマゴをうませて、後でいろいろ

利用 したもんだよ。今はどんなものを食ってるんだい。随分ご馳走なんじゃないの力、

現役 いやいや昔とそうも変わりませんよ。朝はやっばりみそ汁だヒ′。昼はフランスバンとか

パンの耳が主体で夜もたいしたことはありませんね。キジメシ、シチュー、スキヤキ、お

でん、マーボ豆腐など。きりがないですけど、ご馳走なんてものじやありませんね。

5期 昼にバンの耳を食つてるつていうのは本当かい。もっと、いいものを食ってると思つて

たけどc

現役 長い山行の時はちゃんとフランスパンを食べてますよ。それにパンの耳だつて捨てたも

んじゃありません。第一安いし.百円で両腕に抱えられない位買えるんですよ、この諸物

価高騰の折にね。

司会 ここ 1,2年の事ですね、昼食にバンの耳が登場 したのは。以前は全くなかつたものなん

ですか。

7期   パンの耳じゃなくて、れつきとしたバンでした。フランスバンとか悪くてカンバンと

かね。

3期  悪くてはないよ。僕らは当時カンパンを食べてたね。

θ3
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13メ田

9期

私達は耳じゃなくて、バンの日と鼻と口を食べてましたよ。

(略 )

僕らもニフトリ持っていつたなあ。生きたニフトリのしめ方、食い方、先輩に手ほ

「リッチパン」 (これは何か?)「 オールレーズン」

「クッキー」『オレオ」 (これも?)「 カロリーメイ ト」

どき受けたもんだよ。

今でも円舎にいくと、飼つているニワトリをつぶしてご馳走にすることはありますが、

それ̀を 山でやつていたということは、それ了だけ肉やタマゴの保存手段がなく携帯が困難だ

つたということなのでしょう。

耳バンはいつ消えたのか? Where have a‖ the耳バン S gone?

私(20期・・・1975年入学)は、耳バンにとてもお世話になりました。耳バンがフングル

の食料として登場 したのは、先の座談会によると 1973年 ごろになります。森恵利子さんか

らいただいた資料では、1971年の 「粗食に耐える白山 P.W.」 の昼食に「バン(みみのつい

た安いパン)」 というのがあります。確かに安かったし、雑なバ ッキングでペシャンコにさ

れても、おいしさ、またはおしくなさはたいして変わらない。 日持ちもよかつた分

さて、この耳パンは何時ごろ消えたのか。 もう商品価値がなくなつて販売されていない

のかもしれない。1985年 の夏合宿の食料計画には昼食にメニューとしてあります。しかし、

その 10年後、1995年夏合宿のメニューには見当たりませんc以 下、特徴的な昼食のメニュ

―を列記すると

。95年夏合宿

・98年夏合宿

・2004年後立山 P.W. 「食パンのサンドイッチ」「コアラバン」(これまた?)

「長もちパン」(??)「 おにぎり」

・ 2006年夏合宿

明確な時期は特定できませんが、

「食パン」「菓子パン」「バームターヘン」

耳バンは 90年前後に姿を消したようです。

今、ワンゲルは何を食べているのか

現在の食料事情を現役の中野智子さんに聞いてみました。

●夕食には生米を持つて行つているの?

無洗米を持つていつて炊いています。

θイ



●僕達の頃は、鍋に重 しのポリタンを乗せて炊いたけど、今はどうなの?

やはり鍋で炊いています。軍手をはめて鍋を支えて炊け具合を感 じていますこ吹き零

れてから火を弱めて、振動が感 じられなくなつたら炊けていますのでも北アルプスなど

標高の高い山では芯が残るなど上手く炊けません。

●夕食のメニューはカレーがやはり多かつたな。あとスキヤキ、豚汁などかな。八宝菜や

マーボ豆腐も作つた。レトル ト類はあまり出回つていなかつたから、肉や野菜など材料

を持つて行つた。長丁場になると、人参、玉ねぎ、じゃがいもなど野菜は限られてくる。

肉はコンピーフになつてしまったな。

そうですね、カレーは今でも定番です。他には、豚汁、マーボナス、クリームシチュ

ー、ポ トフなどぅ人参、玉ねぎ、じゃがいもは長く持ちます し、それらを使 うおかずが

多いです。生肉は、初日か、2日 日までに使つてしまいます。最近は手間を省くため、レ

トル ト類を使 うことが増えてきましたね。

●朝はごはんと味嗜汁に漬物。その他にお茶漬け、釜飯、フレーク井、ビーフン、焼ソバ、

雑煮、ラーメンなどかな。

ご飯のときは大体インスタン トの味噌汁やスープをセットにしています。朝の行動を

甲めるためカロリーメイトに頼ることもあります。

●カロリーメイ トじゃすぐお腹が空くでしょう。行動中はどんなものを食べているの?飲み

物は?

飲み物はポカリスェットオンリーです。粉末のものを持つていつてポ リタンで水と混

ぜて皆で飲み回します。食べ物はクッキーやアメ、チョコレー トなどお菓子類ですc

●お酒は持つていくの?

持つていきます。差し入れなどをおつまみにしています。でも、差し入れは全部食ベ

きれなくてたいてい余つてしまいます。

●ところで、ペミカンは使つているの?そもそもペミカンつて知つてる?

知っていますが、ここ 2年間では 1回 しか使用 していないようです。去年の冬山でも

使つていませんでした。だんだん使われないようになつていますね。

●そうですか。それはちょつと寂 しいな。僕はいまだにペミカンには愛着があるのです

が ・  ・  ・ .
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これが食べたい 1

さて、森恵利子さんからいただいた食料計画から、私が、「食べてみたい !」 と思つたメ

ニューをあげてみます。ワングルの長い歴史の中で選ばれた、輝ける “5つ星メニュー"で

す。

○焼豚丼・ ミヤマスープ (2006年  夏合宿 南アルプス)

(材料)焼豚・刻みのり・コンソメ 。にんにく 。鷹の爪

(選評)焼豚の出来具合が全てだが、夏合宿 5日 目に刻みのりや鷹の爪を

用意する気配 りがすばら tノ いc

Oボルシチ (2004年 夏合宿 立山)

(材料)じ ゃがいも・にんじん 。玉ねぎ・コンビーフ・素

(選評)「素」が頼 りであるのはミエ ミエだが、にもかかわらずカタカナ

名をつける図々しさがすばらしい。

○ビーーフス トロガノフ (2004年 夏合宿 立山)

(材料)じ やがいも・にんじん 。王ねぎ・コンビーフ・素

(選評)上記の翌日のメニュー。2日 間同じ手を使 う、気楽さがすばらしい。

見習いたいものだ。

○塩さば (1966年  夏合宿 南アルプス南部)

(材料)塩さば 。お茶漬けの素

(選評)夕食のメニュー。素朴さがすばらしいのでもパッキングをうまく

しないとにおいが他のものにうつつてしまう。大文夫だつたかな。

私の近況を一言・・・

今年 5月 の連体に栂 OB会会長夫妻と深田氏(20期 )と ともに、2泊 3日 で佐渡ケ島の金

北山へ行つてきました。カタクリが、これでもか、というほど群生していました。食料

ですが、一食分だけペ ミカンを用意 しました。具だくさんスープをと思い、ラー ドは少

しにして、バターを使いました。色どりを考えて、黄色と赤のパプ リカを加えました。

トマ トを入れ′酸味を効かせて味付けはまあまあでしたが、テントの中、ろうそくの灯りで

は薄暗くて、黄色やら赤やら全くわからず、パプリカの色どり効果はありませんでしたさ

こんな感 じで、いまだにペ ミカンには愛着があります c

%

(了 〉
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◇◇ 武器よさらば ◇◇
20期 松下 和隆

ワンゲル時代の「食」について書こうと思つたら、なぜか「食器Jのことばかりが頭を

よぎる。

そう「食器」は「食」の原点や : などと勝手にテーマを捻じ曲げる。

社会の荒波に揉まれると、こんなことは朝飯前や。

現役の学生諸君よ、良く覚えておきたまえ。

◆

入部当時、スプーンを「武器」と呼ぶ先輩がいた。

なんのこつちゃ? スプーンで戦ができるんかいな。おかしなことを言う人や !

とウブな私は思つた。

でもその人は、夏合宿の買出しで買つてきたばかりの缶詰を手にすると、

「ちょつとつまみ食いしたろ」と言うなり、

スプーンの先端を器用に使い、ものの見事にあけてしまつた。

おお、すげえ、ユリゲラーや。

(小間八郎先輩、あなたは今でも私の中ではユリゲラーです )

この技は、私が社会人一年生のとき、さっそく使つた。

山に連れてけと煩い同僚、約二名が職場にいた。彼らを連れて丹沢の「塔ノ岳」へ。

途中、「二の塔」付近にある月見山荘で一泊。あんのじょう缶切 りを忘れる。

俺に任せろ : とこの技を披露 した。

ふと気がつくと黒山の人だかり。都会のハイカーには大道芸のように見えたのか。

缶があいた瞬間、拍手喝采を頂いた。

(で もこの技つて疲れるんだよな。

スプーンの先端をひたすら擦 り続けるから、小指の付けねが真つ赤になつちゃう。)

◆◆

武器 (ス プーン)と くれば、次は「大なべ」だ。

ワンゲル部員なら、一年の夏合宿で一度は担いだはずだ。

私の場合は命がけだつた。

f2



舞台は南アルプスの北コース。

夜叉神峠から、鳳風三山、早川尾根、仙丈ヶ岳、北岳、間ノ岳、農鳥岳、を巡る責金コ

ースだ。

突き抜けるような青空が夏山を包む。

ど快晴に恵まれた夏合宿の二日目。

鳳凰三山の地蔵ヶ岳あたりか。草木一本ない砂地の尾根を、私は「大なべ」を担いで歩

いコCいプヒ。

「大なべ」の底はボコボコにひしゃげ、幾多もの戦いを潜 り抜けてきた戦士のようだ。

ただひたすらでかく、 30キ ロにも及ぶ私の大きなキスリングをすつばりと覆う。

まるで亀の甲羅みたいに。

なぜか時折、肩のあたりに低周波治療器にも似た鈍い痺れを感じる。

時は昼前、天候は急変し遠雷が聞こえ始めた。

焦つた私は先輩に怯えた視線を投げかける。「やばいっすよ・・・」。

先輩は応える。「大文夫や。もうす ぐ樹林帯だからよお。本がありゃ死にゃせんでよぉ」.

なぜかその先輩は私から数メー トル離れた所を歩いていた。

(松岡創先輩、あの時はラッキーでしたね。

「集団登山中の小学生に落雷」つて、ニュースが報 じてましたつけ。

くわばらくわばら)

◆◆◆

松岡さんと言えば、昨年の 6月 、二十数年ぶ りにお話をする機会を得た。

東京で開催された KUWV関東支部のパーティでだ。

出席はされていなかつたが、携帯でほんの 2、 3分、懐かしい声を聞くことができた。

声は齢をとらない。ワンゲル当時のままだつた。

松岡さんのおかげで、やつと「食」の話ができる。

夏合宿も中盤に差 し掛かつたころ。

北岳へのタフな登 り (1200メ ー トル)を翌日に控えていた。

この戦いに備え、我々は両俣小屋で束の間の安息に身を任せていた。

昼下がりの午後、野呂川源流のせせらぎ、そして夏の太陽。川面がキラキラと輝 く。

「お～い、一年坊主集まれえ～」と松岡先輩の声。
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「コーヒータイムじゃ。今から煎れたるでえ」

そこには「コーヒーミル」があり、ガリガリと豆を挽 く松岡さんがいた。

おお、これぞ究極のコーヒータイム、至福のひと時。

このとき、四年生が夏合宿で密かに持参する装備品とは何たるかを、私は学んだ気がす

る。

(で も手動でコーヒーを挽くのつて大変なんだよな。

松岡さんも『疲れたべえ」を連発 してたつけ。「替わつてんかぁ」、

「え～、そんなバナナ。かわいいあの娘目をとじとじ」

と隠語も含む当時のギャグを、互にかましあつていた)

◆◆◆◆

もうそろそろA41枚を超えただろう。この辺で締めくくる。

私の夏合宿ネタも最終日だ。奈良田温泉に下山した。

そこで「食」の話だが、ここはやっばり「そうめん」だ。

それも普通の「そうめん」とは違うんだぜ。

3年生と4年生が、ぜえ～んぶ作る「そうめん」だ。

こんな有難い「そうめん」、世の中洋と言えども他にない。

中身は素だ。いたつてシンプル。

白くて細い「そうめん」が、あの「大なべ」の中を涼しそうに泳いでいる。

さすがにこれは、武器 (ス プーン)ではす くえない。

食堂のおばちやんから割り箸をもらつてくる。

「でけだどお」の一言で、一斉にみんなで鍋をつつく。

息もつかずひたすら食べ続ける。フ～、食つた食つた。

この瞬間、私の緊張は解きほぐされ、心はまた日常へと戻つていく。

そして、「武器」よさらば・・ コ

プラスチックのタッパにそっとしのばせる。

長 くて短い 1年生の夏合宿は、こうして終わつた。

おわ り。
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「ぼくらの時はやっていませんよ」

「一年の夏合宿の時は、もうやってたような

気がするけどなあ…」

毎度始まる 「大 。中 。小切 り分け」の際の

配当を待つまでの会話。口上達者なH期加藤

さんの

「あんなにニコニコしているけど、ほれ内心

は…。あ～あ、形がなくなっちゃったよ」

に笑いさざめきなが ら、 この恥ずか しい時間

に耐えている。もういい歳なんだか ら、周囲

の視線が気になる。ほほス_ま しい目より、点

になっている目のほうが圧倒的だ…。

しかし、ワンゲルOBた るもの、特に関西

OB会 にあっては、これに耐えられないと、

OB極 意を極めていないとされる (ら しい)。

冷や し固めプリンなどは、もう、この大中小

分配を抜きには思いだせない。で こぼこコッ

ヘルに入って、プヨヨンと揺れていたっけ。

この頃は、そんな大中小に興 じたことや、

飽きもせず歌つていられたテン トの時間が妙

に懐かしい。

社会人山岳会に入って、時折テン トの時間

が戻ってきた。むしろテン トの時のほうが、

ワンゲルをまざまざと思い出した。あんな無

all気 な時間と、統制された規律が共存 してい

たことに不思議な感銘を覚えてしまう。

夜が更けていく…誰も明日の水の心配をし

ない。私はいまだに「若手」だ。

「あのお、あしたの水は ?」

「あ、私のポッ ト空になってるか ら、これに

足しといて」

そんなこと聞いてない !ど うやって ご飯炊く

んや !

「まだ、食糧があるはずなんですけど。ない

ですか ?」

集合場所には残っていなかった。車か ら下ろ

したのも、その後、残つていないのも確かめ

た。なのに、出てこない。それ らは翌朝、雪

15期 舟田 節子

洞に投げ込まれていた。シュラフを出した時

点で気付いたはずだ…。ヮンゲルな らこんな

ことしない。みんな !山へ帰ってきてよ !

でも、それが社会人山岳会の限界。そ して

かたやには、学生時代だけの山遊びの限界が

あつた。両方で遊べた私は、非難するより、

感謝すべきなのだ。

トレッキング中の、とんでもない場所で、

巻き寿司を食べた。びっちゃりご飯で、お世

辞で 「おいしい」とコックにVサインを出す

しかなかったのだけれど…。三伏小屋で、巻

き寿司を作ったことを思い出した。

当時は、最終 日にはリーダーが一人で食当

をするという「美習」があった。その時アッ

と言わせるのが、リーダーの腕でもあり悩み

でもあった。それで、巻き責に、乾 し椎茸、

千瓢、卵の素と、海苔が、リーダー装備に加

わったのだ。

子育てに夢中だつたころより、今のほうが

ワンゲル時代が蘇る。それはもう「ありがと

う」としか言えない時間だ。

そのおつ りがもう少し楽しめた ら、きっと

人生丸儲けです !

ぅ
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21期 大野直子

ワングル時代の食事の風景を思い出すとき、私には、否が応でもある一点に収束 して

いく強烈な思い出がある。インパク トはピカイチ。だけど、ワンゲルの友人たちにこの

話はしたことがない。内容が内容…なのだ。

でも今『やまざと』のテーマが食。懺悔の気持ちで (… ナンノコッチャ)、 この際ワン

ゲル人生 50年の総括のためにも、差恥心を捨ててここに自状 したいと思います。

わたしが 1年生の時のこと。冬山合宿だ

つたか春山合宿だつたか忘れて しまつたけ

れ ど、その直前に事件は起きた。いや事件

の素が起きたと言つたほ うが正 しい。合宿

用のペ ミカンを作つたのだ。野菜や挽肉を

炒め、チューブ入 りの白い脂で有無を言わ

さずエイヤッと固めてしまう、あの “恐ろ

しきペ ミカン"である。

雪山の食事は、来る日も来る日もおんな

じペ ミカンに、今 日はカレー、明 日はホワ

イ トシチュー とルーだけを変えて溶か し込

むペ ミカンオンパ レー ドメニュー。脂攻め

の毎 日に雪山の夕飯時は自ず とみな不機嫌

になった。

そんな何晩 日かの食事の最中、プロレス

ラー・ハルクホーガン似のM先輩が 1年生

に向かって、突然オコゼみたいに口をとん

がらせて言つた。

「オマエラ、何 しながらペ ミカン作つたん

や ? へんな毛が入つとるぞ」

明らかに頭髪ではない毛がM先輩のおか

ずに混入 していたのである。

ソ、ソンナ…。イカガワシイコトナンテ、

私タチ、何モシテマセン…。

城内キャンパス時代の当時、部室長屋に

行 く手前左手に柔道場の入つた小 さな 2階

建ての建物があつた。私たちの合宿パーテ

ィは不覚にもその階段の踊 り場でペ ミカン

作 りをしたのだ。狭いわ、汚いわ、人はパ

タパタ走るわ。それに確かあの付近には更

衣室もあつたよなぁ…。我々 1年生に弁解

の余地はなかつた。きつとみんな、ただた

だ下を向いて無言のまま食事を続けたんだ

と思 う。

ただこれだけの思い出だけれ ど、私の中

ではワンゲル秘話第一位に輝 く「ペ ミ毛ン

事件」なのである。

今でもカレーを作つていると、武田鉄矢

みたいに長髪だつたM先輩の容姿とともに

この遠い記憶が蘇つてくる。毛の混入先が、

ちょっとコワモテだけど心根はや さしいM

先輩の食器でよかつたなぁ、なんて思いな

がら。そ して台所でひとり、ほくそ笑んで

しまうのだ。
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やつぱり食は、「素つ気あり」がいい !!
現役 3年生 中野智子

1日 ロ タ カレー

2日 目 朝 レトル ト (中華丼)

昼 食バン、ウィダーインゼリァ

タ ???忘 れました?

南 沼

3日 目 朝 カロリ=メ イト

昼 ビスケット、ウィダーインゼリー

タ スパゲッティ コーンスープ

黒 岳

5日 目 朝 カロリーメイト

私たちは今回、朝はほほカロリーメイ トという斬新な !?食生活を送つていました。理

由は北海道では水が貴重であるということと、時間が短縮できるからです。

確かに、このおかげで時間に余裕をもつて行動することができました。しかしさすがに

何日間も素っ気ない朝ごはんが続くと気がめいつてきました:やっばり朝からしっかり食

べないと元気がでないということが分かりました。

スイカの皮の浅漬け
ゴミ軽減対策にも効果あり !:!

現役 3年生 角江美智子

私は 3年連続で夏合宿で北アルプスに登 りました。過去 2年とも悪天候で、今年こそは晴

れてほしいと思つていたところ、今年は一度も雨にあわず、初めて山行中にカッパを使いま

せんでした。そのことがとても印象的です。行程は、危険なところもあり、心配していまし

た。白馬岳の大雪渓では、落石や滑落にビクビクしながら歩き、不帰キレットでは見てくれ

も何も気にせず、ひたすら岩にしがみついていきました。五竜岳からキレット小屋へ向か う

間の岩場は、かなりしんどかつたです。山の景色はどれも素晴らしいものでした。他にも、

霧の中で円になつた虹を見たこと、山荘でバイ トの人と話 したこと、ゴミ対策としてスイカ

の皮を浅漬けにしたこと、ピークでのエールに、周 りの人も盛 り上がっていたことなど、た

くさん楽しい思い出ができました。
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‐  山の
―
「食]について現役当時 を振 り返 る

23期 鳥越 伸博

昨今、中高年登山ブームが続 く中、山用の道具の進歩は目覚 しいものがあります。テン ト、ザ

ックは言 うまでもなく、コンロはホエーブスがEPIガ スに変わり、新素材のTシャツも発売さ

れ、ゴアテックスは当たり前のようになつてきました。そんな中、食料はと言 うとあんまり昔と

変わっていないように思います:乾燥食品の類が出てはいますが、少なくとも個人的には 25年

前に自山で食べていたものも、今年自山で食べたものもあまり変わりがありません。 (当 然、お

金の問題で多少 リッチにはなっていますが…)

そこで、山の「食」について個人的なエピソー ドも思い出しながら、25年前の現役当時を振

り返ってみたいと思います。   …

現役当時は確か合宿でもPWで も、各パーティーごとに装備係、記録係、食料係の 3つの係 り

があつたと思います。個人的には係 りの中では食料係が一番好きでした。山で食事を作ること自

体が好きでしたし、何より自分で好きなメニューに出来るわけですから。

さて、個人的には山の「食」には 6原則があると思っています。それは軽いこと、早いこと、

安いこと、日持ちすること、ゴミにならないこと、美味 しいことの 6つです。この 6原貝Jを頭に

入れながら食料計画を作つていたわけですが、やはりいろいろと制約があって、メニュー的には

定番が多かったように思います。朝はご飯 と味噌汁、ふ りかけまたは釜飯の素を使った釜飯、昼

は耳パンかリッチパン (正式名称か俗称かは不明です)、 夜は肉の代わりにコーンビーフの入つ

たカレー、シチュー、人宝菜、酢豚 といつたところが多かったのではないでしょうか。また、デ

ザー トにはプリンを作って、入札ゲームをや りましたし (OBの皆さん入札ゲーム覚えています

か ?)、 冬山、春山になるとコーンビーフと野菜をラー ドで炒めて固めた「ペ ミかん」を作 りま

したよね。

次に、自分の現役時代を思い出し、「食」に関する個人的なエピソー ドを、小話の形でいくつ

か思いつくまま何の脈絡もなく紹介 したいと思います。

①バリエーションメニュー

定番のメニュー以外にも、少 し工夫をしたメニューも取 り入れた時がありました。今思い出し

てみて美味 しかったなぁと覚えているものを2,3紹介 します。まず朝食では「クノール雑煮」。

醤油ダシの代わりにクノールスープで作る雑煮のことで、簡単なわりに非常に美味であり、ポイ

ン トは胡椒を利かすことです。 2つ 日は自分が 3年の夏合宿の最終日に作った「散 らし寿司」。

上級生になると自分で作ることがなくなってきますが、夏合宿の最終日は 3年生の日ということ

で、3年生が食料当番になります。その時に作った散らし寿司が、自分でいうのも何ですが非常

に美味しくて覚えています。そ して 3つ 目が春山の時に試 した「炊き込みピラフ」。米をバター

で炒めて、ペ ミかんを入れ、コンソメスープで炊き上げるもの。これは結構本格的な味わいに近

く、手間もそんなにかからず予想外にヒットだったと思います。

一方、失敗 したのは夏のPWでやった「水炊き」。初日限定と言 う事で鶏肉を持っていつたの
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ですが、やっぱり腐ったみたいでメンバーの 1人がじんましんになってしまい、予定をカットし

て病院へ行くはめになってしまいました。

②赤だし味噌汁

大学には地元の人間以外にもいろんな地方出身の人間が入学 します。ワンゲルにも地元石川県

だけでなく全国各地の人間が入部 してお り、山の「食」にも地方の色合いが出ることがあります。

その中で一番インパク トがあつたのが「赤だし味噌汁」でした。愛知県出身者にとつては当たり

前の味噌汁でしたが、他の者は「へぇ―」みたいな感 じだったと思います。

③そ うめんを持ってダッシュ

夏の合宿やPWで行動時間の短い日に、昼食はテン場についてからという時にそ うめんを作る

ことがありました。北海道の夏合宿でテン場のそばに雪渓があり、その時の昼飯のメニュニがそ

うめんだった時のことです。「そ うめんはゆでてからすぐに冷やせば美味しい」ということで雪

渓にあらかじめ穴を掘つておき、そこで冷やそ うという事になりました。そ うめんをゆで、ゆで

あがったら、それを持って穴へめがけて一日散にダッシュ。見事冷たくて美味 しいそ うめんを食

べることが出来ました。

④それって昼ごはん?

ワンゲルでは、次の日が 2時起床の場合、前の日は6時就寝だつたりします。そうなると夕飯

も当然早くなるわけですが、あるPWで 2時 ごろから食当にかかり2時半頃には食べ始めた時が

ありました。そうしたら、隣でテントを張つていた別のグループの人が「それつて昼ごはんです

か ?」 と聞いてきました。こちらは少し控えめに「いいえ晩ごはんです」と答えると、向こうの

人はすごくビックリしていました。

⑤差し入れでイタズラ

当時は、合宿などには差し入れを渡すのが恒例となっていました。普通は缶詰やお菓子類が多

く、夏合宿の初日はスイカというのもありました。そんな差し入れを送る時に一度だけイタズラ

をしたことがあります。1,2年山行のロー ドに行くパーティーに差し入れを送った時のことで

すが、ラベルが紙になっている同じ大きさの缶詰を2種類選んで、そのラベルを張り替えてさも

中身がそれであるかの見せかけて…。選んだ 2種類は 1つがパイナップルの缶詰、もう1つは里

芋の水煮でした。夕飯のデザー トにパイナップルを食べようと缶詰を開けた瞬間は何が何だかわ

からなかったと後で聞きました。

⑥ブッシュこぎPWの食料計画

2年生の秋に間名古の頭～三方崩山へ東西にブッシュを進むPWで食料係をした時の話です。

ブッシュの中の稜線なので当然水場は無く、無駄な水を持っていけません。そこで、行く前に、

どのメニューにどれだけ水がいるかをきちんと計算しようということで、焼きそばならどれだけ

いるのか、α米はどれだけあればできるのかとか行動水まで綿密に計算して食料計画を立てまし

た。水の量まで計算して食料計画を作つたのは後にも先にもこの時だけでした。 (結構いい食料

計画だつたと思いますが,・・
)

自分の 25年前の出来事を、本当に何の脈絡もなく書いてみました。OBの皆さんに当時を思

い出して懐かしんでもらえたら幸いです。
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山の道具と食事の今昔

ワンゲル現役時代 を思い起 こさせ

る唯一の道具が医王山ワカン. 山

スキーでも登れない新雪の急斜面で

ワカンに勝 るものはない。 豪雪地

帯に住んでいるので、 ドカ雪の時に

は子供に履かせた り、通学路の除雪

の雪踏みに使つた りと未だに現役だ。

ボクが現役だつた 25年前、特大

のキス リングに革製の重登山靴で隊

列組んでの重厚長大な登山が盛んだ

つた。 有 り余 るほどの体力 と時間

がこのような登山を可能にしていた。

現在キス リングは軽量なワンデイ

パ ックにな り、 ピッケルはアル ミ製

の鋭角な ピックに、ホエーブス (復

幻版が今 も販売 されているらしい )

は軽量ガスス トープに代わ り、ザ ッ

クの重量は 1桁軽 くなった。 素材

と技術の進歩によつて快適でスピー

デ ィーな登山が可能になつてきてい

る。

子供が生まれてか らここ 10数年、

近郊の山々の 日帰 り山スキーを楽 し

んでいる。 夜明け前か ら登 り始め

て頂上で朝 日を拝んでスキーでかつ

飛ば し、昼前には家にいる。 仕事

と家庭で忙 しい 日々を送っているた

26期 畠山 潤

め、なかなかま とまつた時間が取れ

ない 自分に合 つた山行スタイル。

そ うまで して山に行かな くても良い

と思 うのだが、 ようや く作 り出 した

週末の半 日の時間は リフ レッシュで

きる貴重で大切な時間。 何 よりも

ス ピー ド重視で体力の低下分を補 う

軽量化が欠かせない。

白山頂上

現役時代の食事で思い出 され るの

は、ラー ドをたつぶ り使 つたボ リュ

ームたっぶ りのカ レーや シチュー。

燃料節約のためなるべ く早 く野菜

を炒め られ るよ うに と紙のよ うに薄

く切 つた。 夏合宿ではパ ン屋か ら

安 く譲 り受けた耳パ ンを天 日干 しし

てカ ビ防止。 標高にあわせて水加

減 を調節 して上手に米を炊 くのがテ

クニ ックだった。 当時出始めた高
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価なα化米を作ろうとして炊きあが

つた御飯を天 日干ししたがうまくい

かなかつた。 冬季はペ ミカン。

ボコボコに凹んだ大鍋一杯に野菜と

肉とラー ドを入れて、炒めた後に冷

や して固めた。 当時の涙ぐましい

努力を思 うと思わず笑らてしまう。

今、現役の時のような高カロリー

で塩分の多いの食事をしていたら、

たちまち高脂血症になってしまう。

普段の生活でも粗食、低カロリー

食は欠かせない。 玄米、赤米を主

食 とし、季節感豊かな自然食が理想

で、ボクの好きなキムチなど香辛料

のきいたアジアンフー ドをちりばめ

る。 たまに行く安曇野のヒュッテ

でパーマカルチャーの刺激を受けて

いる。 食事は活力の源で文化であ

り、道具の技術進歩とは異なり不変

的である。 また、個人の工夫や経

験、加齢によつて進化 していくと思

う。

年少者が食事を作るという変な風

習は学生の時だけだ。 ボクの入つ

ている社会人山岳会ではそんな習慣

はない。 みんなが平等にアイデア

を持ち寄つて楽 しく作るのが本来で

あろう。 家庭では時々週末の食事

を作つているが、その楽しみは子供

たちに受け継がれている。 家族登

山では、登山用品店で買つためいめ

いの好きなインスタン ト食品を持ち

寄る。 真空乾燥の技術進歩によつ

て、出だ しの頃のパサパサ として不

味かつた α米やおかずが今は信 じら

れないぐらいに美味 しい風味がある。

頂上か らの景色がスパイス となつ

て空腹感で食事が進み、楽 しい時間

が流れる。

日帰 りの山スキーでは、御握 りと

ゼ リー状の行動食だけの至ってシン

プルな食事である。 これだけで標

高差 2000m以 上の火打山北面の

往復 もこな して しま う。 こだわつ

ているのがお茶。 少 し砂糖 を入れ

たウェッジウッ ドの紅茶を行動中に、

頂上ではお湯 を沸か して阿里山を入

れノる。 吹雪いていても甘い香 りが

体を包み、パ ウダー滑降前の至福の

時である。

晩秋の晴れた休 日、窓か ら見える

火打山の頂上が自く輝いている。

あとも う少 しで今年のパ ウダーシー

ズンが始まる。
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命の素「み、みずが無い・・ 口!!」
現役 2年生 小島敏昭

今年のテーマは「食」らしいので、夏合宿での食事について振 り返つてみる。

今年は 9月 に北海道・大雪山系に登つたのだが、とにかくよく晴れた。雨が降ったのは ト

ムラウシ温泉の登山口で幕営したときぐらいで、あとは雲もろくにない晴天に恵まれた。

しかしその反面、常に陽光が照り付ける状況だつたので、よく汗をかき、多量の水分を取

ったため、パーティー内の水がほとんどなくなつてしまった。ただでさえ水のない北海道に

おいて、これは辛かつた。おかげで朝食はほぼライ トミール (カ ロリーメイ トの廉価版)に

なつてしまった。去年はカレーやシチューが多かつたが、今年はパスタなども作つたりと今

までとは違 う趣向も見られた。火気もコールマンは去年でぼぼ使用不可能になり、ガソリン

ス トープ (ド ラゴンフライなど)だけになつてしまつたのは寂しい限りである。

2′θご受合宿 蔵フリツ

覇 昼 タ

① 各自購入 各自購入
味嗜煮込みうどん

両どんセット・かまばこ・ネギ

鶏肉・油揚げ)

②

チャーハン、ふかひれスープ 食バン・バンエ房・きゆうリ
ハム

ご飯、クリームシチュ■

(米・チヤーハンの素。ネギ・競|

ふかひれの素)

(米・ルー・人参・玉葱・じやが

革・うずら水煮。きのこ)

③

混ぜご飯、スープ、ミートボー 菓子′くン×2・ リンゴ レトルト井、ゼリー

(米・混ぜご飯の素・スープの

素・ミートボール)

(米・野菜あんかけor牛丼

ぜリエース)     _

④

インスタントラーメゾ バン×2・ 魚肉ソーセージ

チーズ

麻婆春雨井、蒟日と海軍サラ

(ラーメン・煮卵・乾燥ネギ

コーン・メンマ)

て来・麻晏の素・ネギ・サラダ

の素)    ____

⑤

山菓天ぷら薔麦 バームクーヘン×2
蒟■ゼリー

焼豚丼、ミヤマスープ

(蕎麦乾麺・粉末麺出汁

山菜・天ぷら'乾燥ネギ)

(米・焼豚・刻みのり・コンソメ

にんにく・鷹の爪

―
⑥

S茶漬け、味嗜汁 LL′ (ン X2
サラミ・ドライフルーツ

′くスタ、コーンスープ

(米・お茶漬けの素・あさげ) (パスタ・パスタソース・スープ

の素 )

⑦

ご飯、ごはんですよ、あさlf 乾バン・ミヤマスープ
現地調達(米・ごはんですよ・あさげ)

予① 米・お茶漬け LLパン マルタイラーメン

予② 米・あさげ オールレーズン・ナッツ 早ゆでマカロニ・ミートソーヌ

リト摯吉 カロリーメイト カロリーメイト カロリーメイト
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